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【
目
黒
・
書
記
・
根
井
良
聡
通

信
員
】
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
『
沖
縄

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
3
』
を
6

月
29
日
〜
7
月
1
日
に
開
催
し
、

23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
沖
縄
北
部
や
ん
ば
る

高
江
へ
行
き
ま
し
た
。
や
ん
ば
る

の
森
は
、
米
軍
の
広
大
な
北
部
訓

練
場
が
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
「
オ

ス
プ
レ
イ
の
騒
音
と
振
動
、
墜
落

の
不
安
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
と

頭
が
お
か
し
く
な
り
ま
す
」
と
東

村
議
会
議
員
の
伊
佐
真
次
さ
ん
。

二
日
目
は
平
和
丸
に
乗
船
し
海

上
視
察
と
、
ゲ
ー
ト
前
の
座
り
込

み
で
す
。
貴
重
な
生
態
系
を
垣
間

見
な
が
ら
、
平
和
丸
仲
本
船
長
の

「
辺
野
古
側
の
土
砂
投
入
は
95
％

が
7
月
末
で
終
わ
る
」
と
い
う
話

か
ら
護
岸
を
見
る
と
、
昨
年
は
5

ｍ
、
現
在
は
8
ｍ
ま
で
の
高
さ
に

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
が
積
み
重
な
っ
て

い
ま
す
。
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
で
は

工
事
を
1
秒
で
も
遅
ら
せ
る
為
に

座
り
込
み
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
勝
つ
方
法
は
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、

米
軍
基
地
の
中
に
あ
る
沖
縄
の
実

態
に
触
れ
、
現
地
で
抗
議
行
動
を

続
け
る
仲
間
に
カ
ン
パ
や
寄
せ
書

き
を
手
渡
し
て
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
、
数
多
く
の
天
然
記
念
物

等
と
触
れ
合
い
、
一
緒
に
虫
を
探

し
た
方
な
ど
現
地
の
方
と
も
交
流

を
深
め
、
沖
縄
と
の
距
離
が
縮
ま

っ
た
平
和
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し

た
。

基地建設を1秒でも遅らせるため、座り込む仲間

【
杉
並
・
書
記
・
双
木
淳
志
通

信
員
】
7
月
26
日
に
杉
並
支
部
会

館
に
て
、
第
25
回
杉
並
平
和
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭

に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
鎗
田
執

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
杉
並
ピ

ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
矢
内
さ
ん
か

ら
、
核
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
矢
内
さ
ん

は
「
核
廃
絶
に
結
び
つ
く
政
策
が

何
故
と
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
疑

問
を
投
げ
か
け
「
政
府
の
す
す
め

る
、
核
で
脅
し
て
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
と
い
う
核
抑
止
論
が
あ

る
た
め
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
杉
並
光
友
会
（
被
爆
者
の

会
）
会
長
の
久
保
田
朋
子
さ
ん
か

ら
、
自
身
の
被
爆
体
験
に
つ
い
て

報
告
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
日
本

平
和
委
員
会
常
任
理
事
の
末
浪
靖

司
さ
ん
か
ら
は
、
①
米
軍
の
た
め

の「
自
衛
隊
」と
大
軍
拡
の
意
味
、

②
「
新
た
な
戦
前
」
の
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
、
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

代
表
団
の
壮
行
で
は
、
今
回
は

他
団
体
の
代
表
者
は
選
出
さ
れ

ず
、
青
年
部
長
の
児
玉
一
史
（
か

ず
ふ
み
）
さ
ん
と
青
年
部

員
の
川
瀬
裕
太
さ
ん
だ
け

が
世
界
大
会
に
参
加
し
ま

す
。
二
人
に
対
し
て
主
婦

の
会
よ
り
折
り
鶴
が
手
渡

さ
れ
、
平
和
へ
の
願
い
が

託
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
に
浅
田

副
委
員
長
、ま
と
め
と「
青

い
空
は
」
の
弾
き
語
り
を

原
田
あ
き
ら
原
水
協
理
事

が
行
な
い
閉
会
し
ま
し

た
。

【
練
馬
・
書
記
・
桑
原
研
二
記
】7

月
25
日
、「
練
馬
平
和
行
進
2
0
2

3
」が
行
な
わ
れ
、1
6
0
人（
練

馬
支
部
81
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

豊
玉
公
園
の
集
会
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
4
年
ぶ
り
に
区
職
労

保
育
園
分
会
Ｏ
Ｂ
が
フ
ラ
ダ
ン
ス

を
披
露
。
被
爆
者
練
馬
の
会
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

ね
り
ま
の
会
の
代
表
が
「
Ｇ
7
広

島
サ
ミ
ッ
ト
は
核
兵
器
禁
止
条
約

に
は
一
言
も
触
れ
ず
、
核
抑
止
力

を
全
面
的
に
正
当
化
し
、
多
く
の

被
爆
者
を
失
望
さ
せ
た
」
、
「
核

兵
器
の
な
い
、
戦
争
の
な
い
平
和

な
世
界
を
築
く
た
め
市
民
の
力
で

一
歩
・
一
歩
前
に
す
す
め
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

次
に
原
水
禁
世
界
大
会
代
表
団

（
6
団
体
15
人
）
の
仲
間
が
紹
介

さ
れ
、支
部
か
ら
岡
上
誠
さ
ん（
上

石
神
井
分
会
）
と
今
津
佑
介
書
記

が
決
意
表
明
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
練
馬
駅
前
を
通
り

中
新
井
公
園
ま
で
行
進
。
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る

可
能
性
す
ら
高
ま
っ
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
日
本
政
府
に
求
め
て
い

こ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

【
本
部
・

書
記
・
砂
川

恵
記
】
8
月

1
日
、
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
に
て
、

原
水
爆
禁
止

2
0
2
3
年

世
界
大
会
に

向
け
た
東
京

土
建
代
表
団

結
団
式
が
行

な
わ
れ
、
29

人
が
参
加
し

ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
石
村
代
表
団
団

長
の
挨
拶
の
後
、
徳
田
悠
希
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
か
た
わ
ら
理
事
・

Ｇ
ｅ
Ｎ
ｕ
ｉ
ｎ
ｅ
共
同
創
設
者
）

に
よ
る
講
演「
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
つ
く
り
方
〜
世
界
を
変
え
る

の
は
一
人
ひ
と
り
の�
行
動
�次
第

〜
」を
聞
き
ま
し
た
。徳
田
さ
ん

は
、
2
0
2
1
年
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
発
効
を
受
け
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
目
指
す
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
自
治
体
・
政
府
へ

の
働
き
か
け
、
条
約
締
約
国
と
の

対
話
な
ど
、
精
力
的
な
運
動
を
報

告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
長
崎
で
の
行
動
を

確
認
。
体
験
を
組
合
活
動
に
活
か

す
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

《
追
記
・
誠
に
残
念
な
が
ら
台

風
に
よ
る
天
候
悪
化
の
た
め
、
代

表
団
派
遣
は
中
止
と
し
ま
し
た
》

【
本
部
・
書
記
・
末
浪
明
子
記
】

問
題
噴
出
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
巡

っ
て
国
会
閉
会
中
審
査
が
行
な
わ

れ
た
7
月
26
日
、
東
京
土
建
が
加

盟
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
反
対
連

絡
会
は
、
来
年
秋

に
予
定
さ
れ
る
保

険
証
廃
止
の
中
止

を
求
め
る
国
会
内

集
会
を
開
催
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
含
む
6
0

0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

集
会
に
は
様
々

な
立
場
の
人
が
参

加
。
東
京
土
建
の

木
村
潮
人
書
記
次

長
は
こ
の
間
の
マ

イ
ナ
誤
登
録
問
題

に
つ
い
て
保
険
者
の
立
場
か
ら

「
自
治
体
や
保
険
者
任
せ
の
『
総

点
検
』
で
は
解
決
し
な
い
。
制
度

設
計
自
体
に
誤
り
が
あ
る
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
運
用
は
立
ち
止
ま
る

べ
き
」
と
指
摘
。

保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て
介
護

従
事
者
は
「
慢
性
的
な
人
手
不
足

の
中
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
管
理
は

現
場
に
新
た
な
負
担
を
押
し
付
け

る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

障
害
者
団
体
の
代
表
は
「
社
会

的
弱
者
が
医
療
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
で
資
格
確
認
が
で
き
な
い
等
の

事
例
を
報
告
し
「
こ
れ
ら
の
問
題

は
現
行
の
保
険
証
を
残
す
こ
と
で

全
て
解
決
す
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
な
く
す
な
健
康
保

険
証
」等
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

こ
の
声
を
政
府
に
届
け
方
針
を
撤

回
さ
せ
よ
う
と
団
結
し
ま
し
た
。

本
部
設
計
者
の
会
が
20
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
7
月
21
日
、
全
建

総
連
会
館
に
て
節
目
と
な
る
第
21

回
の
総
会
を
16
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

最
初
に
、
新
建
築
家
技
術
者
集

団
の
全
国
代
表
幹
事
、
山
本
厚
生

さ
ん
か
ら
記
念
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
建
築
家
と
し
て
の
生
き

方
を
通
し
て
日
本
の
平
和
と
未
来

を
語
る
、
幅
広
い
内
容
で
し
た
。

（
関
連
記
事
6
面
）

そ
の
後
、
総
会
に
移
り
、
甲
田

直
己
会
長
が
「
職
域
防
衛
と
受
注

対
策
の
前
進
を
設
計
者
と
施
工
者

の
よ
り
強
い
連
携
で
進
め
よ
う
。

全
支
部
に
設
計
者
の
会
を
」
と
あ

い
さ
つ
。
議
案
提
案
の
中
で
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
と
あ
わ
せ
て

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
で
の
情
報
発

信
の
検
討
」
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。
質
疑
で
は
幹
事
の
中

山
勲
さ
ん
（
八
王
子
）
が
新
宿
支

部
新
会
館
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で

1
位
に
な
っ
た
経
験
を
報
告
。
最

後
は
会
場
参
加
者
の
拍
手
で
議
案

を
承
認
し
ま
し
た
。

当
日
は
20
周
年
の
歴
史
が
記
さ

れ
た
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
歴

代
会
長
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た

座
談
会
の
様
子
を
ま
と
め
た
冊
子

も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
主
な
人
事
は
次
の
通

り
。
会
長
・
甲
田
直
己
（
府
中
国

立
）。
副
会
長
・
小
堀
豊（
杉
並
）。

事
務
局
長
・
三
塚
茂
明（
町
田
）。

「
保
険
証
残
し
て
！
」

辺
野
古
で
座
り
込
み

目黒

制
度
設
計
自
体
に
誤
り
が

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

１人ひとりの行動が
核兵器のない世界をつくる

保険証存続をプラカードで訴え

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
、各
地
で

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
、各
地
で

被
爆
者
の
会
が
報
告

杉並

設計者の会が２０周年

世
界
大
会
は
青
年
部
が
参
加

あいさつする甲田会長

設計と施工の連携強化を

市民の力で核廃絶
Ｇ７への怒りを込めて

練馬駅前を行進する東京土建の参加者

主婦の会より折り鶴が託される

練
馬

求

人

求

職


